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野菜栽培を通して氷見を

盛り上げる活動をしていま

す。布勢地区が拠点ですが、

仏生寺地区では惣領の耕作

放棄地を畑に再生しようと

取り組んでおり、用水路に

モウソウチクを敷いて水は

けを改善できないかと考え

ています。仏生寺の人はや

さしい人ばかりで農作業を

していると声をかけてく

れ、励みになります。シナ

チク作りも計画しており、

市民向けにワークショップ

を開催する予定です。

耕作放棄地再生を 三上 啓さん
地域おこし協力隊

904人 （３月現在）

352世帯 （同）

斎藤弥九郎（剣術家）
南弘（政治家）

氷
見
市
仏
生
寺
地
区
は
２
０
１
３
年
、
市
内
で
第
１
号
と
な
る
地
域
づ
く
り
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
人
口
減
少
と
住
民
の
高
齢
化

で
地
域
の
活
力
が
衰
え
る
中
、
各
種
団
体
が
力
を
合
わ
せ
、
地
域
力
の
維
持
、
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
仏
生
寺
小
を
拠
点
に
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築
し
て
い
ま
し
た
が
、

年
に
閉
校
し
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
低
下
の
懸
念
が
生
ま
れ
、
協
議
会
を
発
足
す
る
機
運

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
能
登
半
島
地
震
を
教
訓
に
、
防
災
訓
練
や
避
難
態
勢
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

防
災
訓
練
で
担
架
作
り
に
取
り
組

む
参
加
者
‖
昨
年

月
、
氷
見
市

の
旧
仏
生
寺
小
体
育
館
（
仏
生
寺

地
域
づ
く
り
協
議
会
提
供
）
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地
域
づ
く
り
協

能
登
半
島
地
震
教
訓
に

仏生寺通信部の皆さん▶▶

力
を
入
れ
て
い
る
の
は
防
災
と

福
祉
の
活
動
で
す
。
中
山
間
地
域

で
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
が
多

く
、
災
害
に
対
す
る
住
民
の
危
機

意
識
は
高
い
で
す
。
地
区
防
災
計

画
を

年
に
市
内
で
初
め
て
策
定

し
ま
し
た
。
毎
年
秋
に
行
う
防
災

訓
練
で
は
情
報
伝
達
訓
練
や
避
難

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
集
中
豪

雨
が
起
き
た
時
、
避
難
所
に
１
０

０
人
以
上
が
寝
泊
ま
り
で
き
る
状

況
を
想
定
し
て
、
簡
易
ト
イ
レ
や

テ
ン
ト
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
、
消
防
庁
の
防
災
ま
ち
づ

く
り
大
賞
消
防
庁
長
官
賞
と
、
防

災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
の
は
大
い
に
励
み
に
な
り

ま
し
た
。
緊
急
連
絡
先
な
ど
を
記

入
し
た
用
紙
を
冷
蔵
庫
に
保
管
す

る
「
い
の
ち
の
バ
ト
ン
」
を

％

の
家
庭
で
実
施
し
、
地
区
防
災
計

画
に
基
づ
く
訓
練
を
毎
年
行
っ
て

い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
が
続
く
な
か
で
も
、
人
数

を
絞
っ
て
継
続
。
昨
年

月
に
は

全
住
民
を
対
象
に
３
年
ぶ
り
に
実

施
し
ま
し
た
。訓
練
に
合
わ
せ
て
、

旧
仏
生
寺
小
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

外
か
ら
の
避
難
に
対
応

の
修
復
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。
閉
校
後
は
使
わ
れ
な

か
っ
た
だ
け
に
、
体
育
館
に
響
い

た
音
色
は
懐
か
し
い
も
の
で
し

た
。能

登
半
島
地
震
で
課
題
が
浮
か

び
上
が
り
ま
し
た
。
地
区
内
で
避

難
し
た
人
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
津
波
警
報
の
発

令
で
地
区
外
か
ら
大
勢
の
人
が
避

難
し
て
き
た
の
で
す
。
体
育
館
照

明
灯
の
破
損
落
下
で
体
育
館
が
使

え
ず
会
議
室
と
氷
見
ラ
ボ
水
族
館

を
開
放
し
た
と
こ
ろ
、
１
０
０
人

近
く
が
一
夜
を
明
か
し
ま
し
た
。

昨
年

月
に
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
マ
ッ

ト
を
１
０
０
枚
購
入
し
た
の
も
役

に
立
ち
ま
し
た
。

今
後
は
地
区
外
か
ら
の
避
難
者

に
ど
う
対
応
す
る
か
、
避
難
所
が

満
杯
に
な
っ
た
ら
住
民
が
ど
こ
に

避
難
所
す
る
か
を
考
え
て
い
か
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。

ペ
タ
ン
ク
大
会
や
カ
ロ
ー
リ
ン

グ
大
会
の
開
催
を
通
じ
、
住
民
の

親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。
「
ハ
ト

ム
ギ
ワ
ゴ
ン
」
と
題
し
た
買
い
物

支
援
バ
ス
は
今
年
で

年
目
に
入

り
ま
し
た
。
月
２
回
の
２
地
区
に

分
け
て
の
運
行
で
、
お
年
寄
り
を

市
街
地
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
送
迎

し
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約

人

が
運
転
や
介
助
を
行
い
、
お
年
寄

り
の
外
出
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

人
と
人
が
つ
な
が
り
、
生
き
生

き
と
し
た
、
支
え
合
う
地
域
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

絶
景
が
楽
し
め
る
三
千
坊
山
の
展
望
台

‖
仏
生
寺

仏
生
寺
（
脇
之
谷
内
）
の
三
千
坊
山
が

春
の
登
山
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
。
ア
カ
マ

ツ
、
コ
ナ
ラ
、
コ
ブ
シ
な
ど
多
種
な
木
や

草
花
が
生
え
る
豊
か
な
自
然
が
魅
力
だ
。

氷
見
市
と
高
岡
市
に
ま
た
が
る
標
高
２
６

４
㍍
で
、
頂
上
に
あ
る
展
望
台
で
は
、
晴

れ
た
日
に
は
氷
見
海
岸
や
立
山
連
峰
、
砺

波
平
野
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
楽
し
め
る
。
脇

之
谷
内
自
治
会
は
毎
年
７
月
、
高
岡
市
の

山
川
集
落
の
住
民
と
合
同
で
遊
歩
道
の
草

刈
り
を
行
い
、保
全
活
動
を
続
け
て
い
る
。

平
安
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
の
こ
ろ
に

か
け
、
天
台
宗
寺
院
が
建
ち
、
山
伏
が
坊

社
を
営
み
修
行
し
て
い
た
こ
と
か
ら
三
千

坊
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
わ

る
。山

の
訪
問
者
に
は
四
季
折
々
の
姿
を
見

せ
て
く
れ
る
。
春
は
ゼ
ン
マ
イ
、
ワ
ラ
ビ

と
い
っ
た
山
菜
の
ほ
か
、
八
重
桜
が
楽
し

め
る
。
夏
は
ツ
ツ
ジ
や
サ
ツ
キ
の
花
が
咲

き
、
秋
は
広
野
一
面
に
紅
葉
美
が
映
え
、

キ
ノ
コ
や
ア
ケ
ビ
が
実
る
。

高
岡
市
山
川
か
ら
頂
上
を
経
て
同
市
笹

八
口
の
水
道
つ
つ
じ
公
園
ま
で
続
く
遊
歩

道
は
登
山
者
に
人
気
だ
。
脇
之
谷
内
側
の

遊
歩
道
で
も
散
策
体
験
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ

て
き
た
。
仏
生
寺
小
が
廃
校
に
な
る
ま
で

は
児
童
の
散
策
会
が
恒
例
だ
っ
た
。
途
中

に
休
憩
舎
や
ベ
ン
チ
も
あ
り
、
冬
に
は
ス

キ
ー
で
訪
れ
る
人
も
い
る
。

脇
之
谷
内
自
治
会
の
荒
木
喜
博
区
長
は

「
集
落
か
ら

分
あ
れ
ば
山
頂
ま
で
い
け

る
。
自
然
や
歴
史
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
た
。

三
千
坊

春
登
山
の
季
節

展望台からの絶景魅力
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高
齢
者
講
習
空
き
情
報

※表の日以降可能。詳細は各自動車学校へお尋ねください。

※認知機能検査は、運転免許センターに統一されました。認知機

能検査の予約は、運転免許センター専用ダイヤル0570048982へ。

自動車学校 歳未満 歳以上
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

小矢部 0766670180 ７月３日 ７月５日
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

南 砺 0763582202 ６月３日 ６月３日
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

砺 波 0763322707 ６月 日 ６月 日
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

氷 見 0766912255 ５月 日 ５月８日
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

北 陸 0766302175 ７月 日 ７月 日
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

高 新 0766233377 ５月 日 ５月 日
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

高 岡 0766223950 ７月１日 ６月 日
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

第 一 0766520722 ８月６日 ８月 日
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

運転研修
センター

0764387766 ６月 日 ５月 日

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
呉 羽 0764341222 ５月 日 ６月７日

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
中 央 0764663333 ７月 日 ７月１日

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
北日本 0764411742 ５月 日 ５月 日

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
富 山 0764925533 ５月 日 ５月 日

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
中 部 0764233214 ７月１日 ５月 日

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
滑 川 0764751100 ６月５日 ６月４日

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
黒 部 0765521352 ８月１日 ７月 日

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
入 善 0765720636 ６月 日 ６月 日

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

27日 28日 29日 30日 １日 ２日 ３日

40％ 70％ 50％ 30％ 30％ 50％ 50％

土 日 月 火 水 木 金

鞍く
ら

骨ぼ
ね

壮
年
会
が
「
鞍
骨
岩
屋

遺
跡
」
の
保
全
に
力
を
注
い
で

い
る
。
会
員
が
毎
年
、
参
道
の

草
刈
り
な
ど
整
備
に
汗
を
流
し

て
お
り
、
大
居
寛
会
長

は

「
地
域
の
宝
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
」と
意
気
込
ん
で
い
る
。

鞍
骨
遺
跡
は
鞍
骨
川
左
岸
の

山
に
あ
る
。
斜
面
の
岩
盤
を
幅

約

・
８
㍍
に
わ
た
っ
て
掘
っ

て
作
ら
れ
、

世
紀
後
半
の
製

作
と
さ
れ
る
石
仏
４
体
が
安
置

さ
れ
て
い
る
。
１
７
０
４
（
宝

永
元
）
年
の
古
文
書
に
も
記
述

が
あ
る
ほ
か
、
岩
屋
か
ら
染
み

出
た
水
は
イ
ボ
に
効
く
と
さ

れ
、
遠
方
か
ら
も
人
が
訪
れ
る

と
い
う
。

地
区
で
は
主
に
壮
年
会
や
自

治
会
役
員
が
保
全
の
中
心
を
担

っ
て
き
た
。
毎
年
春
と
夏
に
草

刈
り
を
す
る
ほ
か
、
ふ
も
と
の

鞍
骨
公
民
館
に
案
内
看
板
を
設

置
す
る
な
ど
し
て
魅
力
の
発
信

に
努
め
て
い
る
。
大
居
会
長
は

「
地
道
に
保
全
を
続
け
、
１
日

で
も
長
く
守
っ
て
行
き
た
い
」

と
話
し
た
。

住
民
が
保
全
に
尽
力
す
る
鞍
骨

岩
屋
遺
跡

‖
氷
見
市
鞍
骨

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

鞍
くら

骨
ぼね

岩屋遺跡 地域の宝
地元壮年会 整備に汗

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
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∂
∂
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∂
∂
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∂
∂

Ｏ Ｉ Ｇ Ｈ Ｎ

◇富山ＣＣ▽レディース杯
①冨高 愛
②西野 陽子
③和田 祐子
ＢＧ網谷靖子
◇千羽平ＧＣ▽千羽平チャレンジ
①江尻 順一 394180
②中野 幹雄 414283
③石黒 正 384381
◇立山ＣＣ▽立山シニア・レディ
ース卯月杯ゴールドマーク
①須垣 通紀
②稲場 大二
③久世 幸夫
④高橋 延明
⑤関口 忠男
ＢＧ須垣
▽同フロントマーク
①山本 豊
②金子 龍一
③沖野 正昭
④古川 勲
⑤佐伯 利春
ＢＧ城寺修
▽同レディース
①鳥山 春美
②高井 満子
③牧谷真砂子

ＢＧ高井
◇トナミロイヤルＧＣ▽アサヒビ
ール卯月杯
①今井 純治
②野田 雪枝
③倉 和幸
④林 浩悦
⑤今堀 洋子
ＢＧ今井
▽第 回ロイヤルそくさい会
①境 正男
②安達 功
③石井 慎一
④斉藤 幸広
⑤高橋 恭男
ＢＧ境
◇ＧＣゴールドウイン▽第２回ゴ
ールドウインカップ
①川原比呂志
②蓑 俊夫
③高田 良一
ＢＧ森博
◇太閤山ＣＣ▽あじさいの会
①西井 伸一
②二本松 隆
③奈部真知子
◇大山カメリアＣＣ▽ねんりんピ
ック予選・グロス
①林正博 ②田中祐史 ③武田
克己 ▽同ネット ①今井雄一
②清水利勝 ③入部英一 ④
中川潔 ⑤山田正幸 ⑥五十
嵐秀夫

（

日
）

◇
城
端
別
院
善
徳
寺
▽
道
綽
禅
師
祥
月

命
日
・
善
導
大
師
御
命
日
兼
日
中

午
前

６
時
半
（
法
話
は
南
砺
市
・
松
井
蓮
声
氏
）

▽
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
命
日
逮
夜

午
後
１

時
半
（
法
話
は
松
井
蓮
声
氏
）

（
午
後
２
時
〜
７
時
）

富
山
市

▽
富
山
市
・
医
師
会
急
患
セ

ン
タ
ー
（
内
・
外
）
富
山
市
今
泉
北
部
町

０
７
６
（
４
２
５
）
９
９
９
９

【
富
山
市
】
（
内
科
、
外
科
、
小
児
科

の
受
け
付
け
は
午
後
７
時
〜

時

分
）

▽
市
・
医
師
会
急
患
セ
ン
タ
ー
（
内
・
小

・
外
）
今
泉
北
部
町

０
７
６
（
４
２
５
）
９
９
９
９

【
高
岡
市
】
（
午
後
７
〜

時
、

時

以
降
は
市
急
患
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合

わ
せ
を
）
▽
急
患
医
療
セ
ン
タ
ー
（
内
・

小
・
外
）
本
丸
町

０
７
６
６
（
２
５
）
７
１
１
１

【
新
川
医
療
圏
】
（
午
後
７
〜

時
、

受
け
付
け
は
９
時

分
ま
で
）
▽
新
川
医

療
圏
小
児
急
患
セ
ン
タ
ー
（
小
）
黒
部
市

三
日
市
（
黒
部
市
民
病
院
内
）

０
７
６
５
（
５
４
）
２
２
１
１

（
午
後
７
〜

時
、
受
け
付
け
は
９
時
半

ま
で
）
▽
下
新
川
一
次
急
患
セ
ン
タ
ー

（
内
）
黒
部
市
三
日
市
（
黒
部
市
民
病
院

内
）

０
７
６
５
（
５
４
）
２
２
１
１

【
魚
津
市
】
（
午
後
７
〜

時
、
内
科
、

外
科
以
外
は
市
急
患
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合

わ
せ
を
）
▽
魚
津
市
急
患
セ
ン
タ
ー
（
内

・
外
）
六
郎
丸
（
富
山
労
災
病
院
内
）

０
７
６
５
（
２
２
）
１
２
８
０

【
砺
波
医
療
圏
】
（
午
後
８
〜

時
半
）

▽
砺
波
医
療
圏
急
患
セ
ン
タ
ー
（
内
・
小
）

砺
波
市
新
富
町
（
砺
波
総
合
病
院
敷
地
西

側
）

（
内
）

０
７
６
３
（
３
４
）
５
０
０
５

（
小
）

０
７
６
３
（
３
４
）
７
７
４
４

◇
精
神
科
救
急
（
午
後
５
時
〜
翌
日
午

前
９
時
）
０
７
６
（
４
３
３
）
３
９
９
６

【
富
山
市
】
▽
マ
リ
エ
献
血
ル
ー
ム

午
前

時
〜
午
後
６
時

【
高
岡
市
】
▽
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
岡
東

館
南
入
口

午
前

時
〜
正
午
、
午
後
１

時

分
〜
４
時
半
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∪
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∪
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∪
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∪
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仏
生
寺
（
寺
中
）
の
高
田
商

店
の
手
作
り
豆
腐
が
、
住
民
に

長
年
愛
さ
れ
て
い
る
。
店
主
の

高
田
新
司
さ
ん

の
母
よ
す

い
さ
ん
の
代
か
ら
作
ら
れ
て
き

た
看
板
商
品
で
、
舌
触
り
滑
ら

か
で
昔
懐
か
し
い
味
わ
い
が
親

し
ま
れ
て
い
る
。

高
田
商
店
は
明
治
時
代
創

業
で
、
食

料
品
や
酒
、
生

活
用
品
な

ど
を
取
り
そ
ろ

え
る
。
看

板
商
品
の
木
綿

豆
腐
は
よ
す

い
さ
ん
が
戦

前
か
ら
作
り
始

め
た
。

年
ほ
ど
前
に
高
田

さ
ん
の

妻
三
枝
子
さ
ん

が
豆
腐

作
り
を
引
き
継
ぎ
、
２
年
前
か

ら
は
新
司
さ
ん
も
作

業
に
励

む
。住

民
だ
け
で
な
く
、
石
川
県

か
ら
も
買
い
に
訪
れ
「
こ
の
懐

か
し
い
味
が
い
い
」
と
人
気
。

あ
ぶ
ら
あ
げ
や
、
が
ん
も
ど
き

も
肉
厚
で
食
べ
応
え
が
あ
る
と

好
評
だ
。

店
は
ま
だ
ま
だ
続
け
る
つ
も

り
で
、
高
田
さ
ん
夫
婦
は
「
お

い
し
い
の
言
葉
が
う
れ
し
く

て
、
豆
腐
作
り
を
続
け
て
き
た
。

元
気
な
う
ち
は
ま
だ
や
る
よ
」

と
声
を
そ
ろ
え
た
。

手作り豆腐を販売する高田さん夫婦‖仏生寺

高
田
商
店
の
看
板
商
品
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⌒

１
９
９
４
（
平
成
６
）
年
に
閉
校

し
た
仏
生
寺
小
吉
池
分
校
の
「
閉
校

の
碑
」
が
跡
地
で
あ
る
吉
池
公
民
館

敷
地
に
建
て
ら
れ
た
。
校
舎
の
写
真

が
影
彫
り
さ
れ
、
住
民
は
分
校
が
あ

っ
た
時
代
を
懐
か
し
ん
で
い
る
。

記
念
碑
は
分
校
で

年
以
上
教
諭

を
務
め
た
橋
本
君
子
さ
ん
の
息
子
で

あ
る
毅
さ
ん

‖
高
岡
市
泉
ヶ
丘

‖
が
君
子
さ
ん
名
で
寄
贈
し
た
。
裏

に
は
「
思
い
出
の
学
び
舎

故
郷
と

と
も
に
」
の
言
葉
を
入
れ
た
。

毅
さ
ん
は
「
母
が
世
話
に
な
っ
た

学
校
の
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
か
っ

た
。
住
民
や
出
身
者
が
思
い
出
を
し

の
ぶ
場
に
し
て
ほ
し
い
」と
話
し
た
。

分
校
に
は
１
〜
４
年
生
が
通
っ
て

お
り
、
橋
本
郁
夫
区
長

は
碑
に

刻
ま
れ
た
校
舎
の
写
真
に
感
動
し
た

と
い
う
。
橋
本
さ
ん
は
「

人
以
上

の
児
童
が
通
っ
て
い
て
、
に
ぎ
や
か

だ
っ
た
。
橋
本
先
生
は
お
母
さ
ん
の

よ
う
な
存
在
で
し

た
」
と
振
り
返
っ

た
。

跡
地
に
記
念
碑
建
立

分校跡に建てられた記念碑

‖氷見市吉池
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